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人体の構造と機能

専門基礎分野の「人体の構造と機能」は、看護の対象で

ある人間の身体について学ぶものである。看護学では、日

常生活行動が人間の生命活動につながる営みであり、対象

者の日常生活行動を援助することは、すなわち生命維持に

かかわることであるという認識に立って人体を理解する必

要がある。この点から日常生活行動と生命活動のつながり

と、人体が日常生活行動をどのようなしくみで行っている

かを問う内容を組み入れた。

人体は皮膚と膜によりおおわれ、外界と区別された個体

である。体内では血液を媒体にして、血管という流通路に

よって、細胞１つひとつに栄養や酸素を行きわたらせ、細

胞はそれを使ってその細胞固有の機能を果たし、産成物や

不要物を血液中に排出している。細胞の集合体である人体

は、細胞の活動が保たれていることによって生きており、

細胞の活動を保つために、細胞を取り巻く内部環境を一定

範囲内に保つ種々の調整機構が備えられている。しかしな

がら内部環境の恒常性は、個体の調節機構のみによっては

保つことはできず、外部環境との物質交換が必須である。

すなわち外部環境から栄養、酸素を取り入れ、不要な代謝

産物を外界に排出し、内部環境を保っているのである。こ

れらの外部環境とのやりとりは、息をすることや食事をす

ることなどの日常生活行動である。また日常生活行動に

は、個体の維持のほか遺伝子情報の維持に関する生殖も含

まれる。

この視点に立って、大項目では、まず細胞の生命活動、

それを支える防御機構、物流機構、調節機構を取り上げて

いる。次いで生活行動に共通して必要な運動機能、個々の

生活行動として呼吸、栄養摂取、排泄、性と生殖をどのよ

うな構造と機能によってなしとげているかで構成した。中

項目と小項目とでは、従来から取り上げられている人体の

構造と機能に関する用語を使用しているが、これらは大項

目に示した看護の専門性に即した理解を前提としている。

「人体の構造と機能」の項目は、「疾病の成り立ちと回復

の促進」や専門科目における援助技術等の学習の基礎知識

となるものである。

目標

●日常生活を営むうえで、人体がどのような構造をもち機能しているかについての理解を問う。

●疾病によって人体が受ける構造と機能の変化を学習する土台となる正常な人体についての理解を問う。

大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

生命 A 細胞 a 細胞の構造 ：第 章B-「細胞の構造」(p. ～ )

：第 章C「細胞の構造と機能」(p. ～ )

b 遺伝情報 ：第 章B--「核酸とタンパク質の合成」

(p. ～ )

：第 章「遺伝情報」(p. ～ )

：第 章「遺伝情報の伝達と発現のしくみ」(p.
～ )

B エネルギー代謝 a 同化作用と異化作用 ：第 章B-「細胞を構成する物質とエネル

ギーの生成」(p. ～ )

：第 章「エネルギー代謝」(p. ～ )

：第 章A「代謝とは」(p. ～ )

b 酵素 ：第 章「酵素」(p. ～ )

C 内部環境の恒常性 a 体液 ：第 章C--「体液」(p. ～ )

b 体液の電解質 ：第 章C--「体液」(p. ～ )

：第 章「水と無機質」(p. ～ )

：第 章「症状とその病

態生理」(p. ～ )

c 体液の酸塩基平衡 ：第 章C-「酸塩基平衡」(p. ～ )

：第 章B-「酸塩基平衡」

(p. ～ )

：第 章「症状とその病

態生理」(p. ～ )

：第 章H-「体液管理と輸液」(p. ～ )

d 体温 ：第 章C「体温とその調節」(p. ～

)
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大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

D 生体のリズム a 睡眠と覚醒 ：第 章D-「脳波と睡眠」(p. ～ )

E 人体をおおう皮膚と膜 a 皮膚の構造と機能 ：第 章A「皮膚の構造と機能」(p. ～

)

：第 章「皮膚の構造と機能」

(p. ～ )

b 漿膜・粘膜 ：第 章C--「人体内部の腔所と膜」(p.
～ )

血液 A 血液の成分と機能 a 血液のはたらき ：第 章 I-「血液の組成と機能」(p. ～

)

：第 章A「血液の成

分と機能」(p. ～ )、B「造血のしくみ」(p. ～

)

b 血液の物理化学的特性 ：第 章 I-「血液の組成と機能」(p. ～

)、I-「血漿タンパク質と赤血球沈降速度」(p.
～ )

：第 章A「血液の成

分と機能」(p. ～ )

：第 章「血液検査」(p. ～ )

c 血液の成分 ：第 章 I--「血液の組成」(p. ～ )

：第 章A「血液の成

分と機能」(p. ～ )

：第 章B「血球検査」(p. ～ )

d 造血 ：第 章 I--「血液の組成」(p. ～ )

：第 章B「造血のし

くみ」(p. ～ )

B 止血機構 a 凝固と線溶 ：第 章 I-「血液の凝固と線維素溶解」

(p. ～ )

：第 章A「血液の成

分と機能」(p. ～ )

：第 章C「出血・凝固検査」(p. ～ )

C 血液型 a ABO型およびRh式 ：第 章 I-「血液型」(p. ～ )

：第 章B-「血液型」

(p. ～ )

：第 章H「輸血に関する検査」(p. ～

)

：第 章D-「ABO血液型不適合輸血はなぜ

おきるのか」(p. ～ )

生体の防御機

構

A 非特異的生体防御機構 a 生体表面での防御機構 ：第 章B--「皮膚・粘膜における防御」

(p. ～ )

：第 章A-「上皮によるバリアー」(p. ～

)

：第 章B「皮膚の機能」(p.
～ )

b 食細胞とサイトカイン ：第 章B--「貪食作用・細胞傷害物質に

よる防御」(p. )

：第 章E「サイトカイン」(p. ～ )

：第 章A-「食細胞の機能」(p. ～ )、

B-「サイトカイン」(p. ～ )

：第 章B-「サイトカインによる生体調節機

構」(p. ～ )

c 胸腺・脾臓・リンパ節 ：第 章B-「生体防御の関連臓器」(p.
～ )

：第 章B-「免疫担当組織・臓器」(p. ～

)

B 特異的生体防御反応

(免疫系)

a 免疫系の細胞 ：第 章B--「免疫に関与するリンパ球の

機能」(p. ～ )

：第 章B-「免疫担当細胞」(p. ～ )

：第 章A-「免疫のし

くみ」(p. ～ )
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大項目 中項目 小項目 系統看護学講座の該当箇所

b 抗原 ：第 章B--「免疫に関与するリンパ球の

機能」(p. ～ )

：第 章B-～ 「抗原(抗原提示)」(p. ～

)

：第 章A-「抗原の認

識と抗体産生」(p. ～ )

c 液性免疫 ：第 章B--「液性免疫」(p. ～ )

：第 章B-「液性免疫」(p. ～ )

：第 章A-「免疫のし

くみ」(p. ～ )、A-「抗原の認識と抗体産生」

(p. ～ )

d 細胞性免疫 ：第 章B--「細胞性免疫」(p. )

：第 章B-「細胞性免疫」(p. ～ )

：第 章D「細胞性免疫検査」(p. ～ )

：第 章A-「免疫のし

くみ」(p. ～ )

循環系 A 心臓 a 心臓と心筋の構造 ：第 章D「心臓の構造」(p. ～ )、

第 章H--「心筋の収縮」(p. ～ )

：第 章A-「心臓の構造」

(p. ～ )

b 心臓の機能 ：第 章E「心臓の拍出機能」(p. ～ )

：第 章A「心臓の構造と機

能」(p. ～ )

c 刺激伝導系 ：第 章E-「心臓の興奮とその伝播」(p.
～ )

：第 章A-「心臓の構造」

(p. ～ )

B 血管系 a 肺循環と体循環 ：第 章C「循環器系の構成」(p. ～

)

：第 章B-「体循環と肺循

環」(p. ～ )

b 動脈系と静脈系 ：第 章F「末梢循環系の構造」(p. ～

)

：第 章B-「動脈および静

脈の構造」(p. ～ )

c 脈拍 ：第 章G-「血液の循環」(p. ～ )

：第 章A-「心臓のポンプ

作用」(p. ～ )

d 血圧 ：第 章 G-「血圧(動脈圧)」(p. ～

)

：第 章B-「血液の循環力

学」(p. ～ )、第 章C-「血圧とは」(p. ～

)

e 胎児の血液循環 ：第 章C--「胎児の血液循環」(p.
～ )

：第 章 A- - 「循

環」(p. ～ )

：第 章A-「胎児の発育とその生理」

(p. ～ )

C リンパ系 a リンパ管 ：第 章H「リンパ管」(p. ～ )

神経性調節 A 神経組織 a 神経細胞と情報伝達 ：第 章B--「神経組織」(p. ～ )、第

章A「神経系の構造と機能」(p. ～ )

：第 章A-「神経細胞の

構造と機能」および「神経伝達のしくみ」(p. ～ )

：第 章C-「神経の構造

と機能」(p. ～ )

b 神経膠細胞 ：第 章A-「神経細胞と支持細胞」(p.
～ )

B 中枢神経系の構造と機

能

a 大脳 ：第 章B--「大脳」(p. ～ )
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